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共に手を取り助け合共に手を取り助け合うう
中学生も一緒になっ中学生も一緒になってて
「避難者が登米中学校から登米公民館へ（４/１4）「避難者が登米中学校から登米公民館へ（４/１4）」」

主な内主な内容容
 東北地方太平洋沖地東北地方太平洋沖地震震

　 ～～市民と手を携え、心を一つに早期復旧～市民と手を携え、心を一つに早期復旧～ 

住環境リフォーム助成事 住環境リフォーム助成事業業

協同のまちづくり地域交付金制度の事業を募 協同のまちづくり地域交付金制度の事業を募集集

市の主なできご 市の主なできごとと

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報44 地震災害により、通常と異なる紙面構成となっ

ています。ご了承ください。
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３
月
　
日
　
午
後
２
時
　
分

11

46

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

登米市内で
　震度６強を観測

【地震によって大きく地面が裂け崩壊した東和総合運動公園の野球場】

　
３
月
　
日
、
午
後
２
時
　
分
に
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
北

１１

４６

地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
に
、
誰
も
が
驚

き
慌
て
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
震
源
は
三
陸
沖
で
、
震
源
域
は
岩
手
県
沖

か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
広
範
囲
に
お
よ
び
、
東
日
本
全
体
に
わ
た

り
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
登
米
市
で
は
、
米
山
地
区
と
南
方
地
区
で
震
度
６
強
、
そ
の

他
の
地
区
で
も
震
度
６
弱
か
ら
震
度
５
強
の
大
き
な
揺
れ
を
観

測
し
ま
し
た
。

　
ま
た
　
日
後
の
４
月
７
日
、
午
後
　
時
　
分
に
再
度
震
度
６

27

１１

３２

の
強
い
余
震
が
発
生
し
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
生
活
に
再
び
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
に
よ
り
、
市
内
で
は
　
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
道

４２

路
の
陥
没
や
土
砂
崩
れ
、
家
屋
の
損
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
天
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
余
震
活
動
も
活
発
で
、
現
在
も
断
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
内
全
域
に
お
い
て
地
盤
が
ゆ
る
く
な
っ
て
お
り
、
余
震
や
雨

に
よ
る
２
次
災
害
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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登米市災害対策本部長（登米市長）

布　施　孝　尚

私たちの「まち」の復興に向けて
～心を一つに～

　この度の三陸沖を震源とする、東北地方太平洋

沖地震による東日本大震災により、お亡くなりに

なられた市民並びに全国の犠牲となられた方々に

哀悼の意をささげ、ご遺族様に心からお悔やみ申

し上げますとともに、被災された皆様にお見舞い

を申し上げます。

　また、現在、被災地の現場において昼夜を分か

たず、懸命の活動を続けておられる皆様に敬意を

表し、深く感謝申し上げます。

　この未曾有の大震災により、市内においても建

物の倒壊やライフラインの寸断など甚大な被害を

受け、市民の皆様には大変なご不便をおかけいた

しました。

　さらに、東京電力福島第一原子力発電所における放射性物質放出事故により、日本

において初めて原子力緊急事態宣言が発せられるなど、生活環境が憂慮される事態が

起きております。

　このような非常事態ではありますが、自主防災組織をはじめとする地域の団結力と

献身的な活動に支えられ、また、全国の自治体や企業、ボランティアの皆様などから、

本当に多くのご支援とご協力をいただき、日常の生活を取り戻し始めたところです。

　余震への不安などを抱え、完全に立ち直るには相当な時間が必要ですが、この度の

震災を教訓に、有事の際の初動体制や通信体制、正確な情報提供など災害対策のあり

方について再点検し、安全で安心して暮らせる災害に強い「まち」をつくります。

　加えて、国や県などの関係機関と連携しながら震災に関わる支援策を確立し、日常

生活の支援はもとより、本市の基幹産業である農業をはじめとした産業の復興支援に

も取り組んでまいります。

　また、東北太平洋側沿岸地域の市町では、津波の直撃により壊滅的な被害を受けま

した。市では、一刻も早い市民生活の再建を最優先に取り組んでおりますが、被災市

町に隣接する自治体として、近隣市町の復旧に向けた支援も行ってまいります。

　私たちの先人も幾多の苦難を乗り越え、この素晴らしい登米市を築き上げてこられ

たのですから、私たちもこの苦難を乗り越えていかなければなりません。

　今年の長く厳しい冬を越え、震災をも耐え抜き、本市の花である「さくら」も、そ

のやさしく愛らしい花を咲かせ始めました。

　大勢の皆様よりいただいた心温まるお励ましとご支援に応え、私たち市民の心を一

つにし、一日も早い復興に向けて、ともに頑張ってまいりましょう。



4Tome

　
３
月
　
日
午
後
２
時
　
分
に
発
生
し
た

１１

４６

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
は
南
方
・

米
山
地
区
で
震
度
６
強
、
４
月
7
日
午
後

　
時
　
分
に
発
生
し
た
余
震
で
は
中
田
・

１１

３２

東
和
・
米
山
・
南
方
・
迫
地
区
で
震
度
６

弱
を
記
録
す
る
な
ど
、
市
内
各
所
に
非
常

に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　
市
は
３
月
　
日
午
後
２
時
　
分
、
布
施

１１

５０

市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
お

よ
び
支
部
を
設
置
し
、
被
害
の
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の
開
設
や

被
災
者
へ
の
対
応
な
ど
に
当
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
７
日
の
地
震
後
に
も
、
１

時
　
分
に
緊
急
の
災
害
対
策
本
部
会
議
を

２０
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
避
難
所
は
３
月
　
日
時
点
で
　

１２

５３

カ
所
設
置
さ
れ
、
６
２
３
０
も
の
人
が
避

難
し
ま
し
た
。
避
難
所
以
外
に
も
約
1
4

0
0
人
が
地
区
の
集
会
施
設
な
ど
に
自
主

避
難
し
、　

の
自
主
防
災
組
織
で
自
主
的

７０

に
避
難
所
の
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
伴
い
多
く
の
人
が

帰
宅
し
ま
し
た
が
、
南
三
陸
町
か
ら
の
避

難
者
な
ど
、
未
だ
約
８
０
０
人
余
り
の
人

が
避
難
所
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
富
山

県
入
善
町
を
は
じ
め
、
市
と
交
流
が
あ
る

全
国
の
市
町
村
か
ら
の
支
援
物
資
の
提
供

や
、
市
内
外
の
事
業
所
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

H２３.３.１１ 
東北地方太平洋沖地震
～市の被害と復旧～

１
カ
月
間
に

震
度
６
が
２
回
発
生

未
曾
有
の
大
惨
事

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
被
災
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
住
宅
の
倒
壊
な
ど

が
発
生
し
た
ほ
か
、
土
砂
崩
れ
や
道
路
や

橋
脚
の
損
壊
な
ど
、
市
内
全
域
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
は
大
変
深
刻
で
、

２
回
の
地
震
発
生
後
と
も
市
内
全
域
で
停

電
と
断
水
が
発
生
。
停
電
は
地
震
発
生
か

ら
一
週
間
以
内
に
市
内
全
域
で
解
消
し
ま

し
た
が
、
断
水
は
配
水
管
な
ど
の
損
傷
に

よ
り
時
間
が
掛
か
っ
た
た
め
３
月
　
日
の

２５

通
水
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
日
の
地
震
で
、

迫
川
に
架
か
る
水
管
橋
な
ど
が
破
損
し
た

た
め
再
度
断
水
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は

各
総
合
支
所
ご
と
に
給
水
車
を
配
備
し
、

飲
料
水
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
市
内
へ
の
支
援
・
復
興
に
つ
い
て
は
、

物
資
・
工
事
・
情
報
伝
達
な
ど
、
市
と
災

害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
多
く
の
事
業
所

や
団
体
な
ど
か
ら
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、

被
害
の
早
期
復
旧
に
努
め
ま
し
た
。

　
市
民
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
地

震
後
、
停
電
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
登
米
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
）
に
協

力
を
依
頼
し
、
市
民
に
向
け
た
情
報
を
発

信
し
ま
し
た
。
同
Ｆ
Ｍ
で
は
、
総
務
省
の

認
可
を
受
け
「
と
め
さ
い
が
い
Ｆ
Ｍ
」
と

し
て
電
波
出
力
を
通
常
の
　

㍗

か
ら
１

２０

０
０
㍗

に
ア
ッ
プ
し
、
市
内
広
範
囲
へ
の

情
報
伝
達
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
で
は
、
家
屋
に
被
害
を
受
け
た

被
災
者
の
た
め
、
仮
設
住
宅
と
し
て
市
営

住
宅
や
定
住
促
進
住
宅
な
ど
へ
の
入
居
を

市民と手を携え、心を一つに早期復旧

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
津
波
で
被
害
を
受
け

た
沿
岸
の
市
町
村
か
ら
の
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
仮
設
住
宅
の
敷
地
の
提
供

や
公
的
施
設
へ
の
一
時
入
居
な
ど
の
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
対
策
で
は
、
登
米
市
民
病
院
を
中

心
に
市
内
各
市
立
病
院
、
診
療
所
に
お
い

て
診
療
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
や
静
岡
県
精
神
子

供
病
院
な
ど
か
ら
医
療
支
援
を
受
け
た
ほ

か
、
派
遣
医
師
に
よ
る
診
療
や
精
神
的
ケ

ア
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
本
記
事
は
４
月
　
日
時
点
の
状
況
を
基

１３

に
作
成
し
て
い
ま
す
）

　
地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
余
り
が
経
ち
ま

し
た
。
現
在
は
、
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
や

陥
没
し
た
道
路
な
ど
の
復
旧
作
業
を
急

ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
１
日

で
も
早
く
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

最
大
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
皆
さ

ん
と
心
を
一
つ
に
し
て
復
興
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
完
全
復
興
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
掛
か
り

そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と

心
を
一
つ
に

復
旧
に
向
け
て
全
力
を
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登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののの被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支登米市の被災支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
　市では、東北地方太平洋沖地震で被災された皆さんに対し、一日でも早く通常の生活に戻れる
よう、さまざまな災害対策に関する支援を行っています。

　住民バスは、患者輸送用として通常コースを回りながら避難所を経由し、市立病院まで運行するなど、避

難者の足の確保に努めています。

　また、自家用車の燃料確保が困難だったことから、できる限り燃料を節約していただくため、４月１０日ま

で、市民バスの乗車料金を無料にしました。現在は、通常の運行となっています。

【問い合わせ】　企画部　企画振興課　緯０２２０（２２）２１４７

公共交通

　市では、災害時の迅速な復旧や被害の拡大防止などのため、多くの事業所と災害時応援協定を締結してい

ます。今回の地震では、40を超える事業所から食料品をはじめ、飲料水、緊急物資輸送、道路等の応急復旧、

仮設資機材の調達、給水作業、災害情報発信など多くの応援をいただきながら災害復旧に取り組んでいます。

【問い合わせ】　総務部　防災課　緯０２２０（２２）２１３０

災害応援協定締結事業所の協力

　市では、被災した市民に対する生活支援を目的とする「義援金」と、市内の災害復旧および復興事業の財

源に使用される「寄付金」を受け付けています。支援の種類によって内容や振込方法が異なります。詳しく

は今月号の裏表紙に掲載していますのでご覧ください。

【問い合わせ】　総務部　総務課　緯０２２０（２２）２０９１

義援金・寄付金の受付窓口の開設

　地震の被害を受けた市民で、居宅への入居が困難な人へは、定住促進住宅（元雇用促進住宅）や市営住宅

を仮設住宅として提供し、入居していただいています。

【問い合わせ】　福祉事務所　長寿介護課　緯０２２０（５８）５５５１

住宅の確保・相談

　市では、被災した市民、近隣自治体住民などの避難生活への支援を行うため、4月1日付けで災害被災者等

支援対策室を設置しました。

　対策室では、室長以下７人体制で総合調整、施設管理、健康管理、物資、食料、教育の分野の担当者を配

置し、被災者の生活支援や住宅情報提供のほか、インフラ復旧、教育などについて情報収集し、各種関係機

関との調整を行いながら被災者を支援します。

【問い合わせ】　災害被災者等支援対策室　緯０２２０（２２）２１５７

支援対策室の設置

　医療部門と福祉部門を併任する職員を配置し、退院後に福祉施設へ入所する場合などの調整が円滑に行え

るよう体制を整えました。地震で家が倒壊し、退院しても自宅に戻れない人などへの支援を強化しています。

医療と福祉の両面から、切れ目のないサポート体制の構築に取り組んでいます。

【問い合わせ】　登米市民病院　地域医療連携室　緯０２２０（２２）５５１１（代表）

包括医療支援
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H２３.３.１１ 
東北地方太平洋沖地震
～発生・避難・支援～

市民と手を携え、心を一つに早期復旧

　市内のいたるところで、路面の沈下によるマンホールの隆

　　起や亀裂が発生。

　市内各所で、橋脚の破損や落石などにより、通行止めや片

　　側通行になった路線が数多くありました。

　被害が大きく、入学式や始業式に影響が出た石越中学校。

　路盤が波打ち、大きく破壊された東和総合運動場駐車場。

　建物が沈下し、地面との高低差がなくなった森公民館。

　市内業者の物品倉庫でも、店舗の破損や資材棚が倒れるな

　　ど、営業や販売に大きな支障がでました。

 








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　避難所に避難した大勢の皆さん。余震も数多く発生し

　　眠れぬ夜を過ごしました。

　災害備蓄品を使い避難者への炊き出しを実施。各避難

　　所でも、多くの人が協力して炊き出しが行われました。

　市内全域で断水が発生し、給水所では給水を待つ長い

　　列ができました。

　災害緊急電話や携帯電話などで、家族や親族、友達

　　　の安否を確認。

　援助物資の受け付けや、とめさいがいＦＭとして多く

　　の人に情報を伝えたＨ＠！ＦＭ。

　市内各所のスタンドには燃料を求める長蛇の列。

　初めて電気が復旧した夜。黒一色だった町に明かりが

　　ともりました。
















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　市内企業をはじめ全国各地から、飲料水や食料、衣類、

　　　　生活必需品などの救援物資が次々と届けられました。

　多くの市民の皆さんからも毛布やタオルなど、避難所への

　　救援物資が各総合支所に届けられました。

　給水車も全国各地から応援に駆けつけ、市内外の給水活動

　　を行いました。

　県外からの資材や人材支援を受け、横山住宅団地に急ピッ

　　チで工事が進む仮設住宅

　津波で被災した南三陸町の人へ、旧嵯峨立小学校を集団避

　　難所として提供。



 



 


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　３月１１日の地震発生から１カ月以上が過ぎ、登米市内では除々にではありますが、日常生活を取り戻

しつつあります。しかし、津波で壊滅的な被害を受けた南三陸町や石巻市などの沿岸部では、地震被害

に加え津波による被害が甚大のため、ライフラインの復旧が非常に難航しています。その結果、いまだ

多くの住民が避難所での生活を余儀なくされています。

　市では、こうした沿岸部の自治体を応援するため、避難者の受け入れをはじめ、災害物資の融通や避

難所で暮らす人へ仮設住宅用地の提供、集団避難先の提供など、下記の支援対策を行っています。

　また、被災者のため市内各公共施設から畳などの物品を避難所へ集約しているため、市民の皆様には

施設の利用に際してご不便をお掛けしますがご理解をお願いいたします。

　市内でもいまだ震災のつめ痕が残る状況ではありますが、こうした取り組みに対して、今後とも市民

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】　災害被災者等支援対策室　緯０２２０（２２）２１５７

沿岸近隣自治体への支援

集
団
で
帰
る
日
を
目
指
し
　

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い

区
の
住
民
を
中
心
に
、
約
１
２
０

人
が
避
難
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
当
初
入
谷
小

学
校
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、

衣
・
食
・
住
す
べ
て
に
お
い
て
不

足
し
た
生
活
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
こ
の
施
設
に
来
て
、
茶

わ
ん
に
よ
そ
ら
れ
た
温
か
い
ご
は

ん
と
み
そ
汁
を
食
べ
た
時
は
、
皆

で
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
生
活
に
あ
た
り
、
施

設
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
登
米

市
を
始
め
、
わ
た
し
た
ち
を
気

遣
っ
て
く
れ
る
鱒
淵
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
南
三
陸
町
の
高
台
へ

の
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、
一
日
も

早
く
集
団
で
地
元
に
帰
れ
る
よ
う
、

地
区
住
民
全
員
で
力
を
合
わ
せ
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

佐藤  徳 
とく

 郎 さん 
ろう

（南三陸町 中瀬町区長）

現
在
こ
の
旧
鱒
淵
小
学
校
へ

は
、
南
三
陸
町
中
瀬
町
地

●　　　　　　　　　　避難所のいま　　　　　　　　　　●

沿岸部の被災地支援を行っています

餐沿岸部の被災地支援斬

支援内容支援項目

登米中学校体育、豊里多目的研修センター、津山若者総合体育館を

避難所としての被災者の受け入れ
避難所への受け入れ

仮設住宅用地として津山横山住宅団地の一部を提供仮設住宅用地の提供

旧鱒淵小学校および旧嵯峨立小学校を集団避難施設として提供集団避難施設の提供

旧善王寺小学校を戸倉地区の小・中学校生の教育施設として提供応急教育対応

気仙沼市・石巻市・東松島市・女川町へ、食料品や生活必需品など

の物資を提供
支援物資などの提供

広域緊急援助隊（警察）へ東和定住促進住宅、中田Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター、登米総合体育館を前線基地として提供。

緊急・国際消防援助隊（消防）両隊に中田総合体育館、津山もくも

くランド、南方運動公園を前線基地および野営場として提供。

自衛隊へ長沼フートピア公園を活動拠点として提供

被災地への後方支援活動

南三陸町および石巻市へ給水応援給水車による給水支援
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酸
支
援
内
容

　
　
左
記
の
対
象
世
帯
に
「
住
宅
の
損
害

　
　
程
度
」
と
「
再
建
方
法
」
に
応
じ
て

　
　
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
酸
対
象
世
帯

　
　
り
災
証
明
書
の
程
度
に
よ
り

　
　
①
住
宅
が
「
全
壊
」
し
た
世
帯

　
　
②
住
宅
が
半
壊
、
ま
た
は
住
宅
の
敷

　
　
　
地
に
被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を

　
　
　
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

　
　
③
震
災
に
よ
り
危
険
な
状
態
が
継
続

　
　
　
し
、
住
宅
に
居
住
不
能
な
状
態
が

　
　
　
長
期
間
継
続
し
て
い
る
世
帯

　
　
④
住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な
修
繕

　
　
　
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
が
困
難
な

　
　
　
世
帯
（
大
規
模
半
壊
世
帯
）　

　
酸
必
要
書
類

　
　
①
基
礎
支
援
金

　
　
　
り
災
証
明
書
・
世
帯
全
員
の
住
民

　
　
　
票
の
写
し
・
印
鑑
・
世
帯
主
名
義

　
　
　
の
預
金
通
帳
の
写
し
・
本
人
確
認

　
　
　
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

　
　
　
健
康
保
険
証
な
ど
）

　
　
②
加
算
支
援
金

　
　
　
新
築
、
購
入
、
修
繕
、
賃
貸
入
居

纂
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
　

世帯の構成員が２人以上　　　　　　　　　　　単位：万円
合計加算支援金基礎支援金住宅の再建方法区分
３００ ２００ １００ 建設・購入

全壊世帯 ２００ １００ １００ 補修

150 ５０ １００ 賃借

250 ２００ ５０ 建設・購入
大規模
半壊世帯

150 １００ ５０ 補修

１００ ５０ ５０ 賃借

　
　
　
の
場
合
は
契
約
書
。
解
体
し
た
場

　
　
　
合
は
被
害
を
証
明
す
る
書
類
・
写

　
　
　
真
（
解
体
前
・
中
・
後
）
な
ど

　
酸
支
給
額
　

世帯の構成員が１人　　　　　　　　　　　　　単位：万円
合計加算支援金基礎支援金住宅の再建方法区分
225 150 75 建設・購入

全壊世帯 150 75 75 補修

112.5 37.5 75 賃借

187.5 150 37.5 建設・購入
大規模
半壊世帯

112.5 75 37.5 補修

75 37.5 37.5 賃借

纂
保
育
所
保
育
料
お
よ
び

　
市
立
幼
稚
園
授
業
料
の
減
免

　
※
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
は
、
市
が

　
　
窓
口
と
な
り
、
県
を
経
由
し
て
被
災

　
　
者
生
活
再
建
支
援
法
人
へ
提
出
さ
れ

　
　
ま
す
。

　
酸
申
請
期
間

　
　
①
基
礎
支
援
金
は
、
平
成
　
年
４
月

２４

　
　
　
　
日
ま
で
②
加
算
支
援
金
は
、
平

１０

　
酸
支
援
内
容

　
　
左
記
の
対
象
者
に
被
害
程
度
に
応
じ

　
　
て
保
育
料
・
授
業
料
を
減
免
し
ま
す
。

　
酸
対
象
と
な
る
人

　
　
震
災
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
　
す
る
場
合
。

　
　
①
所
有
ま
た
は
居
住
す
る
住
宅
が
、

　
　
　
り
災
証
明
書
に
よ
り
全
壊
、
大
規

　
　
　
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
と
判
定
さ
れ

　
　
　
た
世
帯
の
保
護
者
。

　
　
②
生
計
中
心
者
の
死
亡
、
長
期
入
院
、

　
　
　
事
業
の
廃
止
な
ど
著
し
い
収
入
減

　
　
　
が
あ
っ
た
世
帯
の
保
護
者
。

　
酸
減
免
割
合

減免割合対象者

全額 

全壊の場合①所有または
居住する住宅
が、り災証明
書により全壊、
大規模半壊ま
たは半壊と判
定された世帯
の保護者

大規模
半壊の場合

１/2 半壊の場合

収入見込みなどの状況
に応じて支援内容が異
なりますのでご相談く
ださい 。

 

②生計中心者
の死亡、長期
入院、事業の
廃止など著し
い収入減が
あった世帯の
保護者

　
酸
対
象
と
な
る
期
間

　
　
被
災
し
た
月
の
翌
月
か
ら
１
年
以
内

　
酸
必
要
書
類

　
　【
保
育
所
保
育
料
】
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
保
育
料
減
免
申
請
書
、
り
災
証
明

　
　
　
書
（
写
し
可
）
、
印
鑑
、
離
職
証

　
　
　
明
書
な
ど

　
　【
幼
稚
園
授
業
料
】

　
　
　
市
立
幼
稚
園
授
業
料
減
免
申
請
書
、

　
　
　
り
災
証
明
書
（
写
し
可
）

　
酸
申
請
期
間
お
よ
び
申
請
先

　
　【
保
育
所
保
育
料
】

　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２４

３１

　
　
　
最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　【
幼
稚
園
授
業
料
】

　
　
　
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で

２３

３０

　
　
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　【
保
育
所
保
育
料
】

　
　
　
福
祉
事
務
所
　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
６
２

５８

　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　【
幼
稚
園
授
業
料
】

　
　
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
７
９

３４

纂
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
の
補
助
　

　
酸
支
援
内
容

　
　
左
記
の
対
象
者
に
、
就
学
援
助
費
　

　
　（
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
学
校

　
　
給
食
費
）
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

　
酸
対
象
と
な
る
人

　
　
震
災
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
　
す
る
人
。

一
日
も
早
く
安
全
・
安
心
の
生
活
再
建
を

被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

被
災
者
支
援
制
度
情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

　
市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
、
災
害
復
興
に
少
し
で
も
お
役
立
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
災
害
復
旧
支
援
制
度
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
　
　
成
　
年
４
月
　
日
ま
で
最
寄
り
の

２６

１０

　
　
　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
申
請
し

　
　
　
て
く
だ
さ
い
。
　

　　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
生
活
部
　
市
民
生
活
課

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
８

５８

　
　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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児童生徒就学援助費の補助　　　　単位：円

中学校小学校助成科目

21,700 11,100 ①学用品費

2,170 2,170 ②通学用品費

（上限）2,180 1,510 
③校外活動費
　（宿泊なし）

（上限）5,840 3,470 
④校外活動費
　（宿泊あり）

22,900 19,900 ⑤新入学用品費

55,700 20,600 ⑥修学旅行費

54,000 45,600 ⑦学校給食費

実費支給（トラコーマおよび
結膜炎・う歯など学校保健安
全法で定めた疾病が対象）

⑧医療費

纂
雇
用
保
険
失
業
給
付
金
の

　
特
例
措
置
　

　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
委
員
会
活
き
生
き
学
校
支
援
室

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
５
４
６

３４

　
酸
支
援
内
容

　
　
震
災
に
よ
る
事
業
所
の
休
・
廃
止
に

　
　
よ
っ
て
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
賃

　
　
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
状

　
　
態
に
あ
る
人
に
つ
い
て
、
実
際
に
離

　
　
職
し
て
い
な
く
て
も
雇
用
保
険
の
基

纂
東
日
本
大
震
災
農
業
施
設
等

　
災
害
復
旧
等
資
金

　
酸
支
援
内
容

　
　
左
記
の
資
金
の
借
入
利
息
に
対
し
、

　
酸
支
援
内
容

　
　
震
災
に
よ
り
農
業
用
施
設
※
を
復
旧

　
　
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

　
　
助
し
ま
す
。

　
※
農
業
用
施
設
　
①
穀
物
乾
燥
調
整
施

　
　
設
　
②
畜
産
施
設
　
③
園
芸
施
設
　

　
酸
対
象
と
な
る
人

　
　
農
業
用
施
設
の
被
害
総
額
が
　
万
円

３０

　
　
以
上（
補
償
額
を
差
し
引
い
た
金
額
）

　
　
の
農
業
者
（
法
人
含
む
）

　
酸
補
助
率
な
ど

　
　
補
助
率
　
1
/
3
以
内

　
　
補
助
金
上
限
額
　
５
０
０
万
円

　
酸
必
要
書
類

　
　
補
助
金
交
付
申
請
書
、
見
積
書
ま
た

　
　
は
領
収
書
、
被
災
写
真
な
ど

　
酸
申
請
期
間
お
よ
び
申
請
先

　
　
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で

２３

３０

　
　
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課
に
申

　
　
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　
産
業
経
済
部
　
農
産
園
芸
畜
産
課

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
１
３
　
　

３４

纂
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
補
助
金

　
　
市
お
よ
び
融
資
機
関
が
利
子
を
補
給

　
　
し
、
低
利
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
酸
対
象
と
な
る
人

　
　
次
の
事
項
を
満
た
す
農
業
者
が
対
象

　
　
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
み
や
ぎ
登
米
ま
た
は
南
三
陸
農
業

　
　
　
協
同
組
合
の
組
合
員
で
東
日
本
大

　
　
　
震
災
で
施
設
な
ど
農
業
経
営
に
係

　
　
　
る
被
害
を
受
け
た
農
業
者

　
酸
資
金
の
種
類

　
　
①
東
日
本
大
震
災
農
業
施
設
等
災
害

　
　
　
復
旧
資
金

　
　
②
東
日
本
大
震
災
農
業
経
営
安
定
対

　
　
　
策
資
金

　
酸
貸
付
金
利
　
０
・
５
％

　
酸
融
資
期
間

　
　
融
資
機
関
は
①
②
い
ず
れ
も
　
年
以

１２

　
　
内
で
据
え
置
き
が
２
年
以
内
で
す
。

　
酸
必
要
書
類

　
　
り
災
証
明
書
、
被
災
写
真
な
ど

　
酸
融
資
申
込
期
間

　
　
東
日
本
大
震
災
農
業
施
設
等
災
害
復

　
　
旧
資
金
　
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で

２３

１２

３０

　
　
東
日
本
大
震
災
農
業
経
営
安
定
対
策

　
　
資
金
　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２６

３１

　
酸
融
資
受
付
相
談
窓
口

　
　
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

　
　
金
融
窓
口

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
１
１
５

２２

　
　
ま
た
は
各
町
域
の
基
幹
支
店
、

　
　
南
三
陸
農
業
協
同
組
合
津
山
支
店

　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　
産
業
経
済
部
　
農
村
戦
略
推
進
室

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
４
９
１

３４

　
　
①
所
有
ま
た
は
居
住
す
る
住
宅
が
、

　
　
　
り
災
証
明
書
に
よ
り
全
壊
、
大
規

　
　
　
模
半
壊
と
判
定
さ
れ
た
世
帯
の
保

　
　
　
護
者
。

　
　
②
生
計
中
心
者
の
死
亡
、
長
期
入
院
、

　
　
　
事
業
の
廃
止
な
ど
著
し
い
収
入
減

　
　
　
が
あ
っ
た
世
帯
の
保
護
者
。

　
酸
必
要
書
類

　
　
申
請
書
、
印
鑑
、
り
災
証
明
書
（
写

　
　
し
可
）、
離
職
証
明
書
な
ど

　
酸
申
請
期
間
お
よ
び
申
請
先

　
　
　
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で

２３

３０

　
　
　
教
育
委
員
会
活
き
生
き
学
校
支
援

　
　
　
室
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
酸
助
成
内
容

　
　
本
手
当
を
需
給
で
き
る
措
置
で
す
。

　
酸
申
請
期
間
　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
※
助
成
額
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、

　
　
迫
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ

　
　
せ
く
だ
さ
い
。

　
酸
問
い
合
わ
せ

　
　
迫
公
共
職
業
安
定
所

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
６
０
９
　
　

２２

【東日本大震災 被災者支援制度】
酸
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

代
表
的
な
支
援
制
度
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

酸
こ
の
ほ
か
に
も
「
経

済
・
生
活
面
の
支
援
」、

「
住
ま
い
の
確
保
・
再
建

の
た
め
の
支
援
」、
「
農

林
業
者
・
中
小
企
業
者

の
た
め
の
支
援
」、
「
災

害
に
対
応
し
た
融
資
」

な
ど
、
支
援
の
目
的
別

に
　
項
目
ほ
ど
の
支
援

45
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
と

め
別
冊
「
東
日
本
大
震

災
被
災
者
支
援
制
度
一

覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

酸
各
支
援
制
度
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

支
援
制
度
一
覧
に
記
載

し
た
担
当
課
、
ま
た
は

最
寄
り
の
総
合
支
所
担

当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
内
に
本
社
機
能
の
あ

る
事
業
所
や
個
人
事
業
者
を
利
用

し
て
、
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

省
エ
ネ
化
、
防
災
対
策
を
含
む
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
、

工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
一

体
的
に
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

行
う
場
合
に
も
、
工
事
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　
▼
市
内
在
住
で
、
住
民
登
録
か

　
　
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
。

　
▼
同
一
世
帯
に
属
す
る
全
員
が

　
　
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

【
助
成
対
象
住
宅
】

　
▼
助
成
対
象
者
ま
た
は
助
成
対

　
　
象
者
の
配
偶
者
、
も
し
く
は

　
　
１
親
等
以
内
の
親
族
が
所
有

　
　
し
て
い
る
住
宅
。

　
※
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は

　
　
個
人
住
宅
部
分
の
み
対
象
と

　
　
な
り
ま
す
。　

　
助

成

事

業

の

概

助

成

事

業

の

概

要要

【
助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
・

助
成
金
額
】

　
▼
市
内
に
本
社
機
能
を
有
す
る

　
　
法
人
、
お
よ
び
個
人
事
業
者

　
　
が
施
工
す
る
　
万
円
（
消
費

２０

　
　
税
を
除
く
）
以
上
の
工
事
。

　
▼
費
用
の
　
％
以
上
が
バ
リ
ア

１０

　
　
フ
リ
ー
や
省
エ
ネ
、
防
災
に

　
　
対
応
し
て
い
る
こ
と
。

　
　（
費
用
が
1
0
0
万
円
以
上

　
　
の
工
事
は
、　

万
円
以
上
）

１０

　
▼
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
か
か
る

　
　
完
了
の
検
査
が
、
平
成
　
年
２４

　
　
2
月
　
日
ま
で
に
終
了
す
る

２９

　
　
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
▼
費
用
の
　
％
で
、　

万
円
を

２０

２０

　
　
上
限
と
し
ま
す
。

　
▼
助
成
は
同
一
住
宅
に
つ
い
て

　
　
１
回
ま
で
と
し
、
同
一
助
成

　
　
対
象
者
に
つ
き
１
回
限
り
。

【
下
水
道
接
続
工
事
助
成
】

　
※
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と
併
せ
て

　
　
行
う
場
合
の
み

　
▼
市
内
下
水
道
指
定
工
事
店
登

　
　
録
事
業
所
が
施
工
す
る
工
事
。

　
▼
費
用
の
　
％
で
、　

万
円
を

２０

１５

　
　
上
限
と
し
ま
す
。

【
助
成
予
定
件
数
】

　
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
　
　
5
0
0
件

　
▼
下
水
道
接
続
助
成

　
　
　
2
0
0
件

【
受
付
開
始
日
お
よ
び
受
付
場
所
】

　
▼
受
付
開
始
日

　
　
　
５
月
９
日
（
月
）
か
ら

　
▼
受
付
時
間

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
▼
受
付
場
所

　
　
　
市
役
所
中
田
庁
舎

　
　
　
　
建
設
部
　
建
築
住
宅
課

※
受
け
付
け
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　
は
、
平
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
　
建
設
部
　
建
築
住
宅
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
３
１
６

３４

　
下
水
道
接
続
助
成

　
　
建
設
部
　
下
水
道
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
３
５
９

３４

※
申
請
書
は
各
総
合
支
所
窓
口
お

　
よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

助
成

事
業

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
ににににににににににににににににににににに
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
か
か
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ののののののののののののののののののののの
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
ををををををををををををををををををををを
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

餐主な助成対象リフォーム一覧斬
既存住宅の床面積を増減させないリフォーム工事

屋根のふき替え・塗装、外壁の張替え・塗装など

部屋の間仕切り変更工事

床、壁、窓、天井、外壁、改修工事

ふすま紙・障子紙の張替え、畳の取替え

浴室、台所、洗面室、トイレのリフォーム

雨どいなどの取替え・修繕

床、壁、窓、天井、外壁、断熱改修工事

断熱サッシ・複層ガラスに取替え

LED照明器具の新設、一般照明からの交換

手すり設置工事(階段、トイレ、浴室など)

段差の解消、廊下幅の拡張工事

防炎カーテンの取替え、新設

強化ガラスに入替え

建具のガラス飛散防止

家具類の転倒防止措置工事

※物品の購入のみなど、内容によっては対象外になる場合があります
　ので、詳細についてはお問い合わせください。

纂リフォーム助成例
１２０万円のリフォーム費用の場合

一般リフォーム部分 １１０万円
バリアフリー・省エネ・防災

１０万円以上（費用が１００万円以上）

・助成対象額１２０万円×２０％＝２４万円　※上限２０万円　助成額２０万円

５６万円のリフォーム費用の場合

一般リフォーム部分 ５０万４千円
バリアフリー・省エネ・防災

５万６千円以上（費用の１０％以上）

・助成対象額５６万円×２０％＝１１万２千円　助成額１１万２千円

一
般
リ
フ
ォ
ー
ム

車庫、物置、倉庫などの工事・住宅の解体工事

店舗、工場、事務所などのリフォーム

門扉、ブロック塀、舗装などの外構工事

植樹、剪定などの植栽工事・浄化槽工事

住宅太陽光発電システムの設置工事

電話、インターネット配線工事

シロアリ駆除、その他消毒などの薬剤散布・塗布

ハウスクリーニング、排水管清掃など

公共工事の施行に伴う補償費の対象となる工事

省
エ
ネ

バ
リ
ア

フ
リ
ー

防
災

　
　
対
象
外
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
　
交
付
金
制
度
の
概
要

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
創
意

　
と
工
夫
に
よ
る
自
主
的
な
地
域

　
活
動
を
支
援
し
、
住
み
良
い
地

　
域
を
つ
く
る
た
め
「
協
働
の
ま

　
ち
づ
く
り
地
域
交
付
金
制
度
」

　
の
平
成
　
年
度
事
業
を
募
集
し

２３

　
ま
す
。　


　
事
業
の
内
容

　
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
活

　
動
で
次
の
取
り
組
み
イ
メ
ー
ジ

　
に
該
当
す
る
、
公
益
的
な
活
動

　
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。


取
組
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

　
　
主
体
的
な
取
り
組
み
　
　
　

　

地
域
の
人
や
モ
ノ
な
ど
の
素

　
　
材
を
生
か
し
た
取
り
組
み

　
③
身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
創

　
　
造
や
提
供
す
る
取
り
組
み

　
④
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承

　
　
す
る
取
り
組
み

　
⑤
団
体
同
士
の
連
携
や
協
働
の

　
　
取
り
組
み

　
⑥
地
域
住
民
の
声
を
集
約
し
て

　
　
皆
で
実
践
す
る
取
り
組
み


対
象
と
な
ら
な
い
事
業

　
①
国
、
県
ま
た
は
市
な
ど
の
補

　
　
助
金
の
交
付
対
象
と
な
っ
て

　
　
い
る
事
業
、
ま
た
は
対
象
と

　
　
な
る
事
業
。

　
②
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
　
ま
た
は
団
体
の
み
に
帰
属
す

　
　
る
事
業
　
　

　
③
団
体
の
運
営
を
目
的
と
す
る

　
　
事
業

　
④
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
に
関

　
　
す
る
事
業
、
ま
た
は
営
利
を

　
　
目
的
に
し
た
事
業

　
⑤
そ
の
他
、
補
助
事
業
と
し
て

　
　
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
交
付
金
制
度
」
の

事
業
を
募
集
し
ま
す

平成２３年度

～
「
地
域
」
の
こ
と
を
「
地
域
」
で
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 「
地
域
」
で
実
践
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
～

　
　
事
業


　
事
業
費

　
各
総
合
支
所
ご
と
に
１
０
０
万

　
円
　
※
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

　
金
を
交
付
し
ま
す
。


　
申
請
方
法

　
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ

　
る
事
業
申
請
書
に
記
入
の
上
、

　
各
総
合
支
所
の
地
域
生
活
課
ま

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
記
入
方
法
や
事
業
内

　
容
・
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、

　
事
前
に
総
合
支
所
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

　
※
申
請
さ
れ
た
事
業
は
、
総
合

　
支
所
に
設
置
す
る
「
地
域
づ
く

　
り
委
員
会
」
で
検
討
や
評
価
を

　
行
い
ま
す
。

　
　


　
申
込
期
限
　

　
５
月
　
日
（
金
）
ま
で
　

２０

　
※
そ
れ
以
降
の
申
請
に
つ
い
て

　
　
は
、
各
総
合
支
所
に
お
問
い

　
　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

「協働のまちづくり地域交付金制度」申請から活動報告までの流れ

 ①事業に
 　ついて
    の相談

 ②申請・
 　受け付け

 ③地域づくり
　 委員会での
　 検討や評価

 ④事業の
　 決定・
    実施

 ⑤実績報告
    および活動
    報告会

▲ ▲ ▲ ▲

対象とならない経費対象となる経費事業区分

会員や参加者の謝礼（旅費、日当含む）講師などへの謝金人件費

飲食費、事務所の光熱水費など消耗品、印刷製本費など需要費

事業の一括委託費事業の一部委託費（団体が実施困難なものに限る）委託料

会員所有の建物および家賃など会場使用料、レンタル機材などの借上料借り上げ料

木材などの材料購入費原材料費

対象経費の主な例　（団体の運営経費・人件費などは対象とはなりません）
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甚
大
な
被
害
と
物
資
不
足
に
よ

り
市
民
が
日
常
生
活
に
大
き
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
中
、
登
米
市
と

姉
妹
都
市
交
流
を
結
ん
で
い
る
富

山
県
入
善
町
を
は
じ
め
長
野
県
下

諏
訪
町
、
静
岡
県
湖
西
市
な
ど
の

自
治
体
や
市
内
外
企
業
お
よ
び
個

人
な
ど
か
ら
登
米
市
の
復
興
を
願

い
善
意
の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
届
け
ら
た
支
援
物
資
は
、
善
意

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ

米
や
飲
料
水
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
下

着
、
毛
布
、
紙
お
む
つ
な
ど
で
、

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
被
災
者
の
た
め
各
避
難
所
へ

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
市
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
少

し
で
も
早
く
被
災
地
に
届
け
た

い
」
と
の
思
い
で
昼
夜
を
問
わ
ず

車
を
走
ら
せ
、
支
援
物
資
を
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

多
く
の
人
が
生
活
用
品
の
調
達
さ

え
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
登

全
国
各
地
か
ら
善
意
の
支
援
物
資

　
 　
　
　
　
登
米
市
へ
温
か
な
真
心
続
々
と

米
市
に
は
大
変
貴
重
な
物
と
な
り

ま
し
た
。

　
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
と
支
援

物
資
を
受
け
取
っ
た
市
長
は
「
市

内
で
も
多
く
の
市
民
が
被
災
し
、

支
援
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
頂
い
た
多
く
の
物
資
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
日
も
早
い
復

興
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
善
意

に
感
謝
し
ま
す
」
と
御
礼
の
言
葉

を
述
べ
、
堅
い
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。

市民の意見を
市政運営に

平成２２年度
登米市市政モニター会議

　
市
民
の
声
を
市
政
に
取
り
入
れ
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
設
置
さ
れ
た
市
政
モ

ニ
タ
ー
。
今
年
度
の
報
告
を
行
う

会
議
が
３
月
　
日
、
迫
公
民
館
で

２８

開
催
さ
れ
委
員
８
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
市
長
が
今
回
の
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る

市
内
の
被
害
状
況
や
支
援
体
制
な

ど
に
つ
い
て
経
過
を
説
明
し
た
後
、

「
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
こ
の
１
年

の
感
想
や
、
こ
の
震
災
を
踏
ま
え

て
の
課
題
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
意
見
交
換
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
１
年
間
に
寄
せ
ら

れ
た
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望

と
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、「
提
出
し
た
意
見

に
対
し
、
丁
寧
な
回
答
が
く
る
の

で
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
、「
震
災

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
対
策
に

つ
い
て
改
善
を
」
な
ど
と
い
っ
た

多
く
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

市政に対する多くの意見が出されました 「感想や今後の課題などの意見を」と述べる市長

全国から届けられた善意の支援物資

「１日も早い復興を」と激励のメッセージ

復興を誓い堅い握手を交わしました
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平
成
　
年
度
か
ら
毎
回
、
９
つ

１０

の
旧
町
に
伝
わ
る
歴
史
な
ど
、
登

米
な
ら
で
は
の
芸
術
文
化
を
手
づ

く
り
の
舞
台
で
演
じ
る
市
民
劇
場

「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」（
財
団
法

人
登
米
文
化
振
興
財
団
主
催
）。

今
年
で
　
回
目
と
な
っ
た
「
天
翔

１３

け
る
勇
者
た
ち
大
嶽
丸
と
田
村
麻

呂
」
が
３
月
５
、
６
の
両
日
、
登

米
祝
祭
劇
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
は
、
ビ
デ
オ
紙
芝
居
「
大

武
丸
物
語
」（
旧
南
方
町
自
作
教
材

作
成
グ
ル
ー
プ
編
）
と
登
米
祝
祭

劇
場
の
山
田
 悦
  且
 館
長
の
著
書
で

よ
し
 か
つ

あ
る
同
名
の
小
説
を
元
に
、
大
友

 久
  仁
  恵
 さ
ん
（
迫
）
が
脚
本
を
書

く
 
に
 
え

き
、
演
出
し
ま
し
た
。

　
運
営
は
夢
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
、
各
種

団
体
や
「
大
嶽
丸
を
知
る
会
」
な

ど
も
全
面
協
力
し
、
脚
本
か
ら
本

番
ま
で
す
べ
て
を
約
１
２
０
人
の

 調査のため「山王の桜」を訪れたサークルの４人

市
民
が
描
い
た
伝
説
の
　「
大
嶽
丸
」

　
　
　
 　
　
市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
創
り
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
外
か

ら
応
募
し
た
約
　
人
の
出
演

３０

者
も
昨
年
　
月
か
ら
練
習
に

１１

汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
約
1
2
0
0
年

前
の
登
米
市
を
舞
台
に
「
エ

ミ
シ
｣
の
首
領
大
嶽
丸
と
大

和
軍
の
坂
上
田
村
麻
呂
と
の

戦
い
が
テ
ー
マ
。

　
坂
上
田
村
麻
呂
を
調
べ
る

た
め
、「
山
王
の
桜
」
を
訪
れ

て
い
た
歴
史
サ
ー
ク
ル
４
人

が
、
大
嶽
丸
の
妻
、
鈴
鹿
の

魂
に
導
か
れ
、
約
1
2
0
0

年
前
の
時
代
に
た
ど
り
着
く
。

　
北
の
大
地
と
人
々
を
守
り

た
い
大
嶽
丸
と
、
エ
ミ
シ
討

お互いの思いとはうらはらに、雌雄を決しなければならない２人

災害時ゆえに
早期の活用を

仙台トヨペット㈱が
普通乗用車１台を市に寄贈

　
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
（
奥
田
 雅
 

ま
さ

 俊
 代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
市
に

と
し対

し
「
ト
ヨ
タ
プ
リ
ウ
ス
E
X
」

１
台
が
寄
贈
さ
れ
３
月
　
日
、
市

３０

役
所
迫
庁
舎
前
に
お
い
て
納
車
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
の
基
金
「
パ
ピ

ヨ
ン
グ
リ
ー
ン
基
金
」
を
も
と
に

地
域
の
環
境
保
全
の
向
上
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

当
初
　
日
に
受
納
式
が
予
定
さ
れ

２２

て
い
ま
し
た
が
地
震
に
よ
り
延
期

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同

社
よ
り
「
こ
の
よ
う
な
事
態
だ
か

ら
こ
そ
、
い
ち
早
く
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
申
し
出
が
あ
り
　
日
に

３０

納
車
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
受
納
式
に
は
、
奥
田
代
表
取
締

役
社
長
や
市
長
を
は
じ
め
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
、
関
係
者
が
見
守

る
中
、
車
両
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
市
長
は

「
こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
燃
費
の

良
い
車
の
寄
贈
は
大
変
助
か
り
ま

す
。
被
災
者
の
支
援
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

市長から奥田代表取締役社長（右）に感謝状を贈呈

寄贈された「プリウスEX」

伐
を
命
じ
ら
れ
た
田
村
麻
呂
。
互

い
に
和
平
を
望
み
な
が
ら
も
雌
雄

を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
雑

な
思
い
を
市
民
が
演
じ
ま
し
た
。

　
両
日
の
公
演
と
も
、
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
素
晴
ら
し
い
演
技
に
公

演
終
了
後
の
会
場
か
ら
は
、
割
れ

ん
ば
か
り
の
歓
声
や
拍
手
が
い
つ

ま
で
も
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
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雑自衛隊一般曹候補生

【応募資格】　平成２４年４月１日現在、

　１８歳以上２７歳未満の者

【受付期間】　

　第１回：５月６日（金）まで

　第２回：８月１日（月）～９月９

　日（金）

【試験日】　１次試験＝第１回：５月

　２１日（土）、第２回：９月１７日（土）

　２次試験＝第１回：６月２２日（水）

　～２７日（月）までの間の指定する

　１日、第２回：１０月６日（木）～

　１３日（木）までの間の指定する１日

【合格発表】　

　１次試験＝第１回：６月１０日（金）

　　　　　　第２回：９月３０日（金）

　２次試験＝第１回：８月５日（金）

　　　　　　第２回：１１月１０日（木）

【待遇など】　身分：特別職国家公務

　員　初任給：月額＝159,500円　

雑自衛隊幹部候補生

【種別】　①一般・技術　

　②歯科・薬剤科

【応募資格】　

　①＝２０歳以上２８歳未満の者（２２歳

　未満は大学卒業者（見込み含む）、

　２６歳以上は大学院修士課程修了者

　（見込み含む））　

　②歯科＝専門の大学卒業者（見込

　み含む）で２０歳以上３０歳未満の者

　薬剤科＝専門の大学卒業者（見込

　み含む）で２０歳以上２６歳未満の者

　（薬学修士取得者は２８歳未満の者）

【受付期間】　５月６日（金）まで

【試験日】　

　１次試験＝５月１４日（土）、１５日（日）

　２次試験＝６月１４日（火）～１６日

　（木）のうち指定する１日

　３次試験＝７月１２日（火）～８月

　４日（木）※海・空飛行要員のみ

【待遇など】　

　身分：特別職国家公務員　

　給与：幹部候補生（大学卒業者）　

　月額＝214,900円

　幹部候補生（大学院卒業者）　　　

　月額＝232,000円

　賞与：年２回（６月・１２月）

【問い合わせ】　自衛隊宮城地方協力

　本部　登米地域事務所

　緯 0220（34）2244　　

　登米祝祭劇場からの
　お知らせ

　一般曹候補生・自衛隊幹
　部候補生募集中

産「小椋佳　歌談の会」を延期

　大震災による舞台機構などの故障

に伴い、３月１８日予定の「小椋佳　

歌談の会」公演を延期しました。

　延期公演の日程は決まり次第、登

米祝祭劇場情報紙「イベントマップ」

などでお知らせします。

　なお、お手元のチケットは有効で

す。登米祝祭劇場に連絡先をお知ら

せいただければ、公演の日程などを

後日連絡いたします。

産「イベントマップ」の発行を延期

　大震災による各催しの延期や中止

により、４月１日付の「イベント

マップ」は５月１日付での発行を予

定しています。

産練習室・和室は通常通り利用可能、

小ホールは４月中旬から再開

　被害のあったホールのうち、小

ホールは４月中旬に再開します。大

ホールは５月上旬から再開を予定し

ています。

産「ピアノであそぼう」受け付け中

　コンサート用の最高級ピアノ「ス

タインウェイ」を例年通り、市民の

皆さんに開放する予定です。

　開放期間は、５月１日（日）から

５日（祝）までです。

　利用時間帯は、午前９時～１０時３０

分・午前１１時～午後０時３０分・午後

１時３０分～３時・午後３時３０分～５

時です。

　申込方法は、登米祝祭劇場に備え

付けの申込用紙に必要事項を記入の

上、窓口に提出してください。なお、

受け付けは、先着順となりますので、

申し込みが同着の場合は、抽選とし

ます。あらかじめご了承ください。

産「登展～登米市ふれあい美術展～」

　今回で７回目となる手づくりの絵

画展を小ホールで開催します。

　開催期間は、４月３０日（土）から

５月５日（祝）までです。

　市民の力作をぜひご覧ください。

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

相　談　時　間カウンセラー教育相談日

①９：００～９：５０
②１０：００～１０：５０
③１１：００～１１：５０
④１３：００～１３：５０
⑤１４：００～１４：５０
⑥１５：００～１５：５０
⑦１６：００～１６：５０

 ２８日（木）4月

 １２日 （木）、１９日（木）、 ２６日（木）5月

 ２日 （木）、９日（木） 、１６日（木）、２３日（木）
 ３０日  (木）

6月

教　育　相　談

　市教育研究所では、経験豊かな専門のカウンセラーを配置し、学業・不登

校・いじめ・子育て・性格行動などお子さんにかかわる悩みを抱えている人

のために、教育相談を行っています。相談専用電話も用意していますので、

一人で悩まず、気軽にご相談ください。

【相談場所】　市視聴覚センター２階「教育相談室」

【相談方法】　面接、電話　※いずれの場合でも予約が必要です。

【予約時間】　月曜日～金曜日（祝日を除く）　午前８時３０分～午後５時

【相談専用電話】　緯 0220（22）8125

【予約先・問い合わせ】　　市教育研究所　緯 0220（22）8029

※平成２３年７月以降の相談日は、後日お知らせします。
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髙橋　 優  斗 くん
ゆう と

（豊里町上町・貴博さん）

佐々木　 俊 
しゅん

 輔 くん
すけ

（豊里町仲町・武彦さん）

大山　 夏  毅 くん
なつ き

（豊里町下町・修さん）

武山　 吏  琥 くん
り く

（豊里町下町・英治さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

２月22日までの３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内６地区で37人中19人
でした

畠山　 夏  碧 ちゃん
なつ み

（中田町南加賀野・卓也さん）

冨士原　 綾  夏 ちゃん
あや か

（中田町森六荒谷・貴行さん）

門脇　 麻  紘 ちゃん
ま ひろ

（石越町駅前・祐喜さん）
天野　 焚雲 くん

た く も

（中田町加賀野一・大輔さん）

佐藤　 葵 ちゃん
あおい

（米山町中新田・敏明さん）

加藤　 詩  織 ちゃん
し おり

（米山町野手谷地・寿明さん）

小野寺　 葵 ちゃん
あおい

（米山町中新田・崇さん）

鹿野　 人  和 くん
と わ

（南方町大門・裕也さん）
佐藤　 有  実 ちゃん

あ み

（米山町中新田・敏明さん）

田口　 雫 ちゃん
しずく

（南方町北本郷・英克さん）

亀井　 萌  稔 ちゃん
も ね

（津山町横山１１区・孝明さん）

芳賀　 結  仁 くん
ゆう と

（中田町舘・嘉直さん）

岩渕　 俐  仁 くん
り と

（中田町蓬田・仁さん）

木村　 燎 
りょう

 祐 くん
すけ

（津山町横山６区・康訓さん）

寺山　ゆずちゃん
（豊里町仲町・知徳さん）
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▼建物の倒壊や津波など、東北各地に未

曾有の被害をもたらした「東北地方太平

洋沖地震」。災害発生後、避難所での支

援や、救援物資の配送などをして痛感し

たのは「協力することの大切さ」でした。

▼ライフラインは復旧しましたが、いま

だ市内各所に災害の爪あとは色濃く残っ

ています。一日も早い復興に向け、皆で

力を合わせてがんばりましょう。（猪股）

編 集 室 か ら

胸高齢者の関係する事故が多い

胸県内での交通死亡事故が激増している

　　　　　　　　　　　（前年比１３人増）

増減数Ｈ２2Ｈ２3

 △17件  64件  47件
人身事故

発生件数

    0件    0件     0件 死者数

△24件  88件  64件負傷者数

 △38件301件263件
物損事故

発生件数

（平成23年１月からの延べ件数）

（佐沼・登米警察署調べ）

市内の交通事故発生状況

（平成23年2月末現在）

人　口
世帯数地区

計女男

21,44911,11710,3327,283迫

5,3072,7902,5171,801登米

7,3253,7653,5602,438東和

16,1698,2947,8754,696中田

6,8003,4583,3422,036豊里

10,1875,2054,9822,842米山

5,5232,8102,7131,590石越

9,0444,6834,3612,544南方

3,8071,9711,8361,208津山

85,61144,09341,51826,438合計

登米市の人口・世帯数

（平成23年3月末現在）

５月の納税

納期限  ５月31日（火）

忘れずに納めましょう

納税は便利な口座振替で

軽自動車税　全期

【問い合わせ】　市民生活部国保年金課　年金医療係　緯 0220（58）2166

　古川年金事務所国民年金課　緯 0229（23）1203

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

４月分から国民年金の保険料が変わりまし４月分から国民年金の保険料が変わりましたた

　皆さんの手元には「国民年金保険料納付案内書」が送付されていると思い

ますが、各月の保険料は納付期限までに納めましょう。

※一部免除に該当している人は、承認期間が６月までであることから、４月

に４～６月分の納付書を送付し、７月に７月分以降の定額の納付書が送付さ

れます。

　これまでは障害基礎年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によっ

て生計を維持している配偶者やお子様がいる場合で、障害等級が1級または2

級に該当する方に加算を行っておりましたが、平成23年4月施行の「国民年

金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を受ける権利が発生した後

に、生計を維持することになった配偶者やお子様がいる場合にも届け出に

よって加算を行うことになります。詳しくは下記まで問い合わせください。

　被災により、住宅・家財・そのほかの財産について、おおむね２分の１以

上の損害を受けた場合は、本人からの申請に基づき、国民年金保険料が全額

免除になります。

産対象者：被災により、国民年金保険料の納付が困難になったとき、下記の

　　　　　特例免除が適用される条件を満たす国民年金第１号被保険者（自

　　　　　営業・学生・無職などの２０歳以上６０歳未満の人で厚生年金や共済

　　　　　年金に加入していない人）

　《特例免除が適用される条件》＝住宅・家財・住宅以外の建物・宅地・田畑

　などが流出または全壊、土砂流入などの被害を受け、その被害がもっとも

　大きい財産にかかる被害金額（保険金、損害賠償金などにより補充された

　金額は除く）が、その価格のおおむね２分の１以上であるとき

産申請期間：平成２３年７月末日まで　

産対象となる期間：平成２３年２月分～６月分

産減免割合：本人からの申請に基づき、全額免除

産申請に必要なもの：免除申請書および被災状況届（用紙は各総合支所市民

　福祉課にあります）、年金手帳、印鑑（認め印）、所得の確認を行いますの

　で場合によっては所得証明書

被災により国民年金保険料の支払い被災により国民年金保険料の支払いがが
困難になった場合の特例免除につい困難になった場合の特例免除についてて

４月から「障害年金加算改善法」が施行されまし４月から「障害年金加算改善法」が施行されましたた

（保険料の一部が免除されている場合）

3,760円４分の３免除（４分の１納付）

7,510円半額免除（半額納付）

11,270円４分の１免除（４分の３納付）

纂平成２３年度国民年金保険料額（月額）　

15,020円定額

15,420円定額＋付加保険料
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①賃金は実働８時間を基準とします。　
②上記以外、未整備田、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてください。
③区画の考え方は、ほ場の区画ではなく作業面積による区画です。（例：１ha区画内で20aのみ作業する場合は「30a
　未満」の区画料金を適用します。）

平成２３年度　農作業標準料金・賃金表
　平成２３年度の農作業標準料金・賃金表を定めましたので、農作業の受委託をする場合の参考にしてください。

備　　考標準料金
（消費税込み）

区　画作業の単位種　別作業種目など

ロータリーを基準
耕深１２cm以上

4,800円３０ａ未満

１０ａト ラ ク タ ー水 田 耕 起耕
　
起

4,200円３０ａ～５０ａ未満

3,800円５０ａ以上

二番耕3,000円

普通畑5,500円３０ａ未満１０ａト ラ ク タ ー畑 耕 起

仕上げまで

6,200円３０ａ未満

１０ａト ラ ク タ ー代 か き 5,700円３０ａ～５０ａ未満

5,300円５０ａ以上

250円４kg以上１袋催 芽 料 金

田 植 え
側条施肥（肥料は含まない）
1,000円増

5,200円３０ａ未満

１０ａ田 植 機 4,700円３０ａ～５０ａ未満

4,300円５０ａ以上

苗を委託者自己搬入以外は１箱３０
円増。箱処理剤は含まない

680円１箱苗

隅刈～運搬まで
ワラ切断
ワラ結束は2,000円増

16,500円３０ａ未満

１０ａコ ン バ イ ン
稲 刈 り

15,400円３０ａ～５０ａ未満

14,200円５０ａ以上

刈放し、結束糸持ち7,800円１０ａバ イ ン ダ ー

結束なし6,500円
１０ａハーベスター脱 穀

結束8,600円

1,000円６０㎏生 籾 乾 燥
乾燥

籾 乾 燥 調 製 水分１８％以下のもの630円６０㎏半 乾 燥

袋代は別570円６０㎏籾 す り

肥料代は別730円１０ａブロードキャスター肥 料 散 布
散
　
布

農薬代は別840円１０ａ背負動力散布機農 薬 散 布

堆肥代金は含まない。積込運搬含む2,000円１０ａマニアスプレッター堆 肥 散 布

運搬なし、有機センター成分と同等品3,150円１ｔ堆 肥

溝切は１００ｍ当たり５００円とし、ま
くらは排水溝までつなぐ

4,700円３０ａ溝 切

片側（土盛、鎮圧）40円１ｍ畦 畔 土 盛

２回を標準とする1,300円１０ａジャイロレーキ
反転
収集

ワ ラ 収 集 梱 包
積み上げ・運搬は含まない

2,500円１０ａロールベーラー
梱包

3,000円１０ａヘイベーラー

転作草地の草刈り（刈り放し）3,000円１０ａディスクモア転作田草刈（牧草）

機械持ち（燃料含む）1,500円１時間草 刈 機
畦 畔 草 刈

機械持ち（燃料含む）3,000円１時間自走畦畔草刈機

トラクター・コンバインなどの運転
者のみを依頼する場合（８時間）

10,000円１日オペレーター
賃 金

一般農作業、男女とも同額（８時間）7,000円１日一 般 作 業 員

※料金表は市ホームページにも掲載しています。必要な場合はダウンロードしてお使いください。
※料金表の印刷物は各総合支所にありますので、必要な場合はお申し出ください。

【問い合わせ】　農業委員会事務局　緯 0220（34）2317

農業 委 員 会 から の お知ら農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せせ
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

学習会テーマ（講話や実技などを行います）場　所日　程回

高橋利雄さん（東北コミュニケー
ション研究所所長）の講話、
レクリエーション

ふれあい
～豊かな心と個性を育む～

中田生涯学習センター
５/２６（木）

10：00～15：00
１

健康・防災などについての講話、
防災センター見学

やすらぎとゆとり
～安全・安心・快適なくらし～

登米市消防防災センター
６/２３（木）

10：00～15：00
２

環境についての講話、制作活動
うるおい

～人と自然の共生～
南方町（予定）

７/１４（木）
10：00～15：00

３

産業振興、就労環境などの視察
活力

～大地の恵みと人の技～
移動研修

８/２５（木）
10：00～15：00

４

地域づくりについての講話、女性
活動事例発表

協働
～創造力を生かす～

石越町（予定）
９/２２（木）

10：00～15：00
５

学習会を企画・実施しよう中田町（予定）
１０/２０（木）

10：00～15：00
６

　地域のコミュニティーや女性同士のつながりが弱くなっている現在、さまざまなテーマの学習会を通して、仲間

づくりを行い、地域の次期リーダーとなるためのスキルアップ（技能や能力の向上）を目指します。ぜひ、お申し

込みください。

【学習会の予定（日程などは変更する場合があります）】

【対象者】　市内に在住または在勤の女性　※過去に受講したことのある人は、ご遠慮ください。

【募集人員】　３０人（先着順）

【負担金】　昼食代、実技材料代など（600円～1,200円程度）を負担していただきます。

【申込期限】　５月１０日（火）

【申込方法】　電話、ファクシミリ、電子メール

　※ファクシミリまたは電子メールの場合は、氏名・住所・電話番号・年齢を記入の上、女性セミナー参加希望と

　明記してください。

　※申し込みした人には、後日、通知をお送りします。

【申し込み・問い合わせ】　教育委員会生涯学習課　社会教育係

　緯 0220（34）2698　胃 0220（34）2504　死 syogaigakusyu@city.tome.miyagi.jp

平成２３年度　登米市女性セミナー参加者募集

　不安を語り合い、情報交換をしま

　す。具体的には、がんと闘い共に

　生きていく上での悩みや生活の不

　安、治療の疑問などについて話し

　合います。

【参加費】　１人＝100円（お茶代）

【問い合わせ】　

　登米市民病院　がん相談支援室　

　（地域医療連携室内）

　緯 0220（22）5511 （代表）

　胃 0220（20）7122   (直通)

　「ホッとサロンとめ」に
　参加してみませんか

【対象者】　がん患者と家族（部位、

　性別は問わない）ボランティア等

【開催日】

　「ホッとサロンとめ」は、がん体験

者と家族を中心とした会で、がんを

抱えた人たちが集まり自分の悩みを

語り合ったり、情報をもらったりす

る場所です。不安な気持ちを抱えた

まま悩まないで、一歩踏み出してみ

ませんか。 【内容】　お茶を飲みながら、悩みや

時間・場所月日回

午後１時～３時
登米保健セン
ター

５月９日（月）第２回

６月１３日（月）第３回

７月１１日（月）第４回

８月８日（月）第５回

９月１２日（月）第６回
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　災害復興支援事業
　「ミッフィーひろば」

　夜間相談窓口開設日

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　４月２８日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

不審電話に注意！

　市内において、息子を名乗ったオ

レオレ詐欺の疑いがある不審電話が

発生しています。震災に乗じて、オ

レオレ詐欺や義援金を目的とした不

審電話がかかってくる恐れがありま

すので、不審電話があった際には、

すぐに警察に通報してください。

　佐沼警察署緯 0220（22）2121

　登米警察署緯 0220（52）2121

　福祉タクシー券の
　交付について

　平成２３年度分の福祉タクシー券を

交付しています。

【対象者】

　①身体障害者手帳１級、２級所持

　者と３級所持者のうち酸素濃縮器

　または車いすを常時利用している人

　②療育手帳Ａ所持者

　③精神障害者保健福祉手帳１級、

　２級所持者

　①～③に該当する人のうち、対象

　者本人の住民税が非課税の人

【利用券の使い方】

　 ▼１回乗るごとに１枚、１カ月に

　４枚まで利用できます（１年間で

　最大４８枚）。

　 ▼１枚につき小型タクシーの基本

　料金分になります。

【交付手続き】

　随時、各総合支所市民福祉課で受

　け付け、交付しています。

【持参するもの】

　①障害者手帳　②印鑑

　※平成２２年１月１日以降に登米市

　に転入した人については、平成２２

　年１月１日に住所のあった市町村

　から、住民税の平成２２年度課税（非

　課税）証明書を取り寄せて、申請の

　際に提出してください。

【問い合わせ】

　福祉事務所生活福祉課

　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　各総合支所市民福祉課

　市民福祉係

　この度の震災により、被災された

皆さまには心からお見舞い申し上げ

ます。

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館は建

物や展示物などに大きな被害がな

かったことから、４月９日より「災

害復興支援事業」として特別減免に

より第３７回特別企画展「ミッフィー

ひろば」を開催しています。

　ことしはうさぎ年にちなんで世界

の人気者「ミッフィー」を特集して

います。皆さんのご来館をお待ちし

ております。

【開催期間】　

　４月９日（土）～７月１０日（日）

【時間】　産４月～６月

　午前９時30分～午後５時（入館は

　午後４時まで）

　産７月～８月＝午前９時～午後６

　時（入館は午後５時まで）

　※休館は毎週月曜日

【入館料】　災害復興支援活動の一環

　として特別減免料金となります。

　産大人＝550円、中学・高校生＝

　400円、小学生以下＝無料

　※身体障害者手帳および療育手帳

　を提示の場合は無料(介添人１人

　含む)

【問い合わせ】　

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館

　緯 0220（35）1099
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」
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市
内
に
は
、
市
民
の

『
か
か
り
つ
け
医
』と
し
て

地
域
の
医
療
を
支
え
、
医

療
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
医
師
が
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
医
師
が

専
門
と
し
て
い
る
診
療
科

の
内
容
や
地
域
医
療
に
対

す
る
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
中
田
町
浅
水
の
出
身
で
、
学
生
の
頃
か
ら
、

将
来
故
郷
の
医
療
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
大
学
の
医
局
は
、
消
化
器
と
糖
尿
病
な

ど
を
専
門
と
す
る
内
科
に
４
年
間
在
籍
し
、
い
ろ

い
ろ
な
知
識
や
検
査
手
技
を
修
得
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
現
在
地
に
開
業
し
て
　
年
に
な
り
、

２３

胃
造
影
や
胃
内
視
鏡
（
経
鼻
内
視
鏡
も
）、
Ｓ
状
結

腸
内
視
鏡
、
腹
部
超
音
波
な
ど
、
主
に
消
化
器
関

係
の
検
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

の
患
者
さ
ん
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
医
学
の
診
断
や
治
療
の
進
歩
は
め

ざ
ま
し
く
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
潰
瘍
（
か
い
よ

う
）
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
か

ら
、
除
菌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
発
す
る
人

が
少
な
く
な
り
、
本
当
の
意
味
で
潰
瘍
は
治

る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
の
胃
が
ん
が
内
視
鏡
で
切
除

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
新
薬
も
次
々
と
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
患
者
さ
ん
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の
意
味

も
な
く
、
そ
の
橋
渡
し
を
す
る
の
も
開
業
医

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
新
し
い
知
識
を
吸

収
す
る
必
要
が
あ
り
、
医
学
雑
誌
、
講
演
会

な
ど
で
自
分
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

おおおおおおおおおお医医医医医医医医医医者者者者者者者者者者ささささささささささんんんんんんんんんん
とめしの
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三
浦
消
化
器
内
科
（
中
田
）

【問い合わせ】　市民生活部　地域包括医療推進室
　　　　　　　緯 0220（58）2118

住所：中田町石森字蓬田195
電話：0220（34）3611
診療科：消化器科、内科、呼吸器科、循環器科
診療時間：午前８：30 ～ １２：３0  
　　　　　午後２：０0 ～  ６：00
休診日：水曜午後、土曜午後、日曜日、祝祭日
※臨時休診もありますので、事前に電話で確認
してください。

三浦消化器内科のデータ

三浦  守  正  医師
もり まさ

思
う
こ
と

～
地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
と
し
て
～

　急な発熱やケガなどで困ったときに、応急処置などの対応方
法を看護師が電話で相談を受け付けています。

帰電話番号　（プッシュ回線の固定電話、携帯電話から）三8000　
　（プッシュ回線以外の固定電話、PHSから）022（212）9390

帰相談日時　毎日19：00～23：00

こども夜間安心コーこども夜間安心コールル

興興興興興興興興興 献血について  興興興興興興興興興

　東日本大震災の影響により、献血バスによる献血を休止

しています。

　献血再開の目処が立ちましたら、皆さんにお知らせしま

すので、ご理解とご協力をお願いします。

産２４時間いつでもかけられます。

産名前を名乗る必要はありません。

産特定の宗教や思想、政党とは関わりありません。

産電話相談員は、２年間の研修を終了し、認定され

　た人たちです。

 0120 (  870  ) 
は な そ う

 10 
と

 8 
め

登米いのちホッとテレホンは・・・

ひと
りで

悩ま
ない
で！
登米いのちホッとテ登米いのちホッとテレレホンホン
毎月１日は登米「いのちを育む日」
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けんこう と ふくし ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。　

　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４・５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医・歯科休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（22）7751迫　町フジ歯科クリニック緯 0220（45）2301東和町米 川 診 療 所４/２４

緯 0220（55）3300米山町よねやま歯科診療所緯 0220（21）1380迫　町上 杉 皮 膚 科 医 院２９

緯 0220（55）3313米山町は ら 歯 科 医 院緯 0220（55）2011米山町市立よねやま診療所５/ 1

緯 0220（58）2722南方町王 歯 科 医 院緯 0220（58）2058南方町佐 藤 医 院3

緯 0220（34）4148中田町中 田 歯 科 診 療 所緯 0220（29）6060南方町サ ン ク リ ニ ッ ク4

緯 0220（22）0811迫　町安 藤 歯 科 医 院緯 0220（21）1380迫　町上 杉 皮 膚 科 医 院5

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

「こころの相談」

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　
●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（52）5054カウンセラー登米総合支所４/２６（火）登米

緯 0220（55）2112カウンセラー米山総合支所４/２６（火）米山

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター５/６（金）豊里

緯 0220（22）5554臨床心理士迫保健センター５/12（木）迫

緯 0220（58）2113精神保健福祉士南方保健センター５/13（金）南方

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係まで問い合わせください
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　登米市メール配信サービス

　（防災や防犯、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします）

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/ http://tomecity.mail-dpt.jp/

　モバイルとめ

　（携帯電話版ホームページ）
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助けあい・がんばろう 登米市

　２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平

洋沖地震により被災された方々に、心より

お見舞い申し上げます。

　現在、市では全力を挙げて復興・支援に

取り組んでおり、この度、その支援策の一

つとして東北地方太平洋沖地震被害の復興

に向けた「義援金」に関する受付窓口を下

記のとおり設置しました。

　市民皆さまの御協力を、よろしくお願い

いたします。

【問い合わせ】　 ▼総務部総務課　財産係　緯 0220（22）2091

義援金（被災した市民に対する生活支援として使用されます）

義援金を頂きました全国の皆さまのご支援に、心より感

謝申し上げます。

〒９８７－０５１１　宮城県登米市迫町佐沼字中江二丁目6－1　登米市災害対策本部（総務部総務課扱い）

義援金の申込状況　  　　　　　　 　４月１３日現在

金額件数

30,955,177円180件

【銀行振込】

　上記金融機関（ゆうちょ銀行を除く）の窓口での振込みの場合は、手数料が免除されます。

　また、ATM、インターネットなどでの振込・振替の場合は、手数料がかかりますのでご注意ください。

【現金書留】

　現金書留により郵送いただく場合は、下記に送付願います。郵送料は無料となります。

　後日受領書を送付いたしますので、送付金額、郵便番号、住所、氏名、電話番号を記載した文書を同封し

てください。受領書の送付が不要の場合は、同封の文書に「受領書不要」と記載してください。

※義援金のほか、市内の災害復旧および復興事業の財源として使われる「登米市ふるさと応援寄附金（ふる

　さと納税）」制度もあります。詳細は市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

口座番号振込先銀行名受取人口座名義金融機関口座番号振込先銀行名受取人口座名義金融機関

普通預金
0000406

みやぎ登米
農業協同組合 
 本店登米市災害対策

本部　登米市長
布施孝尚

みやぎ登米
農業協同組合

普通預金
5125952

七十七銀行
米谷支店登米市災害対策

本部　登米市長
布施孝尚

七十七銀行

普通預金
39629161

八一八
（818）

ゆうちょ銀行
普通預金
6527551

仙台銀行
佐沼支店

仙台銀行


